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                        ※lllllll短期ノく学講良lli｝

1. はじめに

 昨年にひきつづき保育科学4｛の音楽実態を、質問の内容をすこし検討し調査したものの結果

及び報告である、、

2. 調査方法

 調査1呼期  19＆1年5月巾匂

 調査対象  下関女子短期大学保育科、llll］短期大学児:童教育学科及び併設の保母養成所の

      一年生

 対象人数  下関女子短期大学保育科63名

      ll. 1［短期大学児童教育学科及び保母四戒:所140名

 調査方法  質問紙により回答を求めた1:＋
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3. 調査内容及び結果

               音楽実

  この調査は皆さんの音楽指導に役立てるた

めのものです、、質問に正直に答えて下さい。

 (回答は回答用紙に)

 t)高等学校で音楽を何年間履修しましたかt';

 2)今までに音楽関係のサークル、クラブに

   入っていましたか。サークル、クラブ名、

   年数をかいて下さいt一/

 3)短大入学以前に個入レッスンの経験があ

   りますか、開始II寺用、楽器名、年数をか

   いて下さい. . 

 4)人学後学外レッスンを受けていますか。

   楽器名をかきなさい二1使用している本の

   名前一t

 5)あなたは今までにどんな楽器を演奏した

   経験がありますか、

  (例 ピアノ、電子オルガン、オルガン)

 6)あなたはどんなジャンルの音楽を閃いて

   いますか。

 7)音楽を聞くとき、どんな物で聞いていま

   すかt、(例 レコード、テープ)

 8)うたうこと. 弾くこと、聞くこと、創る

   ことのうちどれが好きですか。

 9)楽譜を見て問いに答えなさい。
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⑦Uは何分の何拍子ですか。
(嘱は何です・・

0 上の段の階名をかきなさい。

㊥ 三):は何ですか。

㊥ 下の段の階名1をかきなさい。

 ㊦⑤一◎までの音符と休符の名前をか

  き、それぞれの長さをかきなさい. 

101幼児音楽で特にどのようなことを学びた

  いと思いますか。

lDあなたは幼児教育における音楽をどのく

  らい平等視していますか1. ta-eまでの

  うちあなたの考えているものにOをつけ

  なさい、、又その他あればかきなさい

】2)あなたの声域について五線上に一でか

  きなさい、、
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1)高等学校で音楽を何年間履修したかという質問に対する結果は図1の通りてある。

 音楽を履修している割合は女子が

多く、k履修では逆に男子学生か多

い. ⊃

 また履修年数も一t年、二年、三年

と減少している、、

 音楽の履修年数か多いとはいえ、

音楽に堪能で、理解度が嵩いとはい

いがたい。しかし高等学校で音楽を

まったく履修していない学:生よりも

感覚rl勺な而はよいように思える。
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図1 音楽履修について
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 2)音楽関係のサークル、クラブについて

 この質問に対しての回答は図IIのような結果:である。

 音楽関係のサークル、クラブの経験者が非
                      図11 サークルクラブ経験〔. 音楽関係)
常に少ない。音楽のクラブ経験者より運動部  ％

                     】〔用
での経験者が多いのではないだろうか. t

 また運動部にくらべて音楽関係のサークル、 80

クラブの部の数が少ないことも考えられる。

 小学校から高等学校の12年問で男子学生か

70名中57名が未経験者であり、女子学生133

名中78名が未経験者である。

 小学校、中学校、高等学校でサークル、ク

ラブ経験の数値に大差はないt. . 小学校で経験

したものが中学校、高等学校と引きつづき

サークル、クラブ活動をしていると思われるf'
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 サークル、クラフの内容も、小学校では合唱部、音楽クラブ、鼓笛隊。中学校ではブラスバ

ンド、合II昌部、高等学校ではブラスバンド、合唱部、箏曲部となっているt. . t

 3)短大入学以前のレッスン経験について。 この質問に対する蝉声は表1の通りである。

 レッスン経験の年数に関係なく、レッ
                   表1 入学以前のレッスン

スンを受けた経験のある人数をみると

jo5名かなんらかの楽器のレッスン経験

者である、、

 そのうちピアノのレッスン経験者か圧

倒的に多く、ついで電子オルガンであ6

 なかにはピアノと電子オルガンの両方

のレッスンを経験しているものもいる。

 しかしこの105話中一年未満でレッスンをやめた者が16名いた

 その他をみると、バイオリン、ギターのレッスン経験者t一またオルガンとピアノ、オルガン

と電子オルガン、ピアノとバイオリン、ピアノとギターといった二つの楽器のレッスン経験者

もいた。

                  i
％

ピアノ 84 4レ1

6
 .     一

Q. 9

電子オルガン 5 2. 5

その他 1〔〕 'L9

未経験 98 48. 3
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 4)短大入学後学外レッスンを受けているか、下の表Hのような結果であるe

                        ビァノのレッスンを受けているものが
重三 入学後の学外レッスン

  楽   器

ピアノ

ピアノと電予オルガン

電了・オルガン

その他
1 1 O. 5

21名(10. 3％1いるが、電子オルガンの

普及にともない、ピアノと電子オルガン

の両方、そして電子オルガンのみのレッ

スンを受けているもσ)が・1愁いる。

 これは幼稚園でも電子オルガンを保育

の中で三川している所もあるところがら、こうした傾向がみられるように思う。

 5)演奏した楽. 器について

 これは小学校、中学校の義務教育の授業でピアニカ、笛、ハーモニカ等を経験していると同

時に、音楽会等で演奏した楽器すなわちアコーディオン、鈴、トライアングル、木琴等があげ

られている。

 また1吹奏楽に入部した経験のある学生は. クラリネット、アルトサックス等の管楽器があ

がっている。

 ピアノや電子オルガンの個人レッスン経験者は、ピアノ、電子オルガンが演奏経験のある楽

器としてあげられ、短大入学以前にレッスンを受けた楽器でピアノが圧倒的に多かったごとく、

演奏楽器もピアノかリード楽器につぐものである。

 6)どんなジャンルの音楽を聞いているかt. という質問に対する回答は表mのような結果で

表m ジャンル

分       野 人数 ％

1  二噛コL一 ミ ∴一シ「・ソ ク 71 3'. 19  一

2 歌謡1監1 71〕 34. 5

3 ポ'ヅプス 39 【9. 2

4 フオーン
38 18. 7 幽.  一

5 ロリク 27 13. 3

6 クラシンク
z2 【〔L8

7 その他
19 9. 4

8 勲可答
4  Lg  I

二つ以上の回終をしたものが多く、1qO/以一ヒになっているttt

表IV どんなものできくか

器   具   名
  層
ﾀ数 ％

】 テープ 】85 91. 1

2 レコード 96 47. 3

3 ラジオ 34 16. 7

P テレビ 【5 7. 4

ある。

 ｝モ倒的にポピュラーが多く、なかでも

昨年の調査では歌謡山が4番Llであった

ものが2番Flになっている。

 またニューミュージックか3番目で

あったのが1番日になっている。クラ

シックの順位はll乍年とかわっていない。

 7)どんなもので聞くか、という質問

では・表lVのような結果である。

 テープで聞くと答えたものが91. 1％を

しめている。最近はテープが手軽に人手

でき、持ち運びも簡jFで、どこにいても

聞けるということからこのような数値が

出たものと思う。

 またこれに対する回答も二つ以上の回
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答者が多かった。

 しかし各家庭に普及しているテレビであまり聞いていないのは意外である、、

 8)うたうこと、聞くこと、弾くこと、創ることについての結果は表Vの通りである。

 聞くこと・うたうこと・弾くこと・創 表V うたう、きく、ひく、つくる

ることという順の回答であった. :J

 これら四つの分野のうち四つ全部に回

答したもの10名、三つの分野に回答した

もの13名、二つの分野に回答したもの28

名も含まれているので100％以上である、、

 またどれも好きでないと回答したものが1名いたt. 

 聞くことが圧倒的に多いのは、質問6. 7との関達からみても、いつでもどこでも乎軽に自

分白身で聞くことができるという利点が考えられる、tt

 9)楽譜をみて問いに答えなさい、という質問の結果はpa m、 IVの通りである［、

    図皿 記号と階名の. IK解率      図1V 音符と長さの正解率

                          ■■■  ［＝コ
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図m⑦の・拍子記号について÷］r・・1丁であるこ・はわかってい・か、・てその意1・オ・す…は

となると全員理解されているか疑問である。

 ◎のト音記号、Oのへ音記号について記. 号名は理解しているが、五線上に轡くと正しく書け

ない/tすなわち起点がはっきりしていない＝、

・産…揮≒ ・穿. 圭Ptt;

  lE    誤

ト膏記号の場合、譜表Aの右のごとく五線内におさめてかく
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 へ音記号の場合、譜表Bの右のごとく点のうつ場所がはっきりのみこめていない。

 ④のト音譜表と㊥のへ音譜表の階名は読めるが、特にへ音譜表をト音譜表で読んだものが2

名いた

図IVの音符の名前と長さについては、付点の意味することと、休符と音符の関係か理解されて

ない。音符の名前はわかるが長さの理解ができて. いない。理論的にどの程度理解されている

か疑問である

 10＞幼児膏楽で特に学びたいと思うことについての回答は非常に多くの内容のものがあったt:

そこで次のような分類をしてみた。(表S;1)

表VI幼児音楽で特に学びたいこと          技術及ぴ指導法に関するものが多

                          く、その内容も数多くのものがある。

                          しかしそのうち音楽を楽しく学ばせ、

                          楽しく表現できる、という指導上の

                          テクニックとピアノの問. 題に不安を

                          感じている。

                           ついで四谷的なものの数回が高く、

                          そのうち歌に関するものが多い。つ

                          ぎに基礎的なもののうち、リズムか

                          問題と考えられる。ついで楽器につ

                          いては、リズム楽器の奏法の収得と

                          合. 奏の経験と学習をつむことが大切

                          であると考える。

                           また表のように学びたいことにつ

                          いて、多くの内容か述べられている

                          にもかかわらず、無回答、わからな

                          いという二言か多いことに驚くと同

                          時に、学生の幼児教育に対する関心

                          と. 努力かより必・要であると考える、＝1

項         目 実数 ％

・幼児のいろいろなうた 34 16. 7

・楽しい曲 8 3. 9

・幼児が興味を示し、好きになるような膏楽 8 3. 9
内
容
的
な
も
の

・鑑賞のたのしみ方 3 1. 5

爵楽史 2 o. 98

指揮の仕方 1 【L49

・膏楽リズム 1 (｝. 49

リズム楽器の奏法 9 4. 4

楽
器 合奏 5 2. 5

ピアノ 19 9. '. 1

楽. しみながら学1・「せる 16 7. 9

・楽しくうたい㍉表現できる 14 6. 9

うたいひき 9 4. 4

・動きのリズムがピアノでひける 7 3. 1

     慮E初見視II昌 4 L97

動きのリズムができる 4 L97

技
術
及
び
指
導
法
に
 
つ
 
い
 
て

・うまく指韓できるレベルになりたい 3 L5

・伴奏がうまくひける 2 【L98

初見視奏 2 0. 98

・発声 2 o. 98

i;礫を知1りたい 2 D. 98

・聴力 1 【〕. ・. 19

・将来役に立つもの 1 0. 49

・音楽が幼児にとってどういうものか 1 1). 49

乍節に1芯じた遊び 【 〔い19

一
そ
の
他

わからない
P L97

無ll岨答 37 量8. 2
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11)幼児教育における音楽の重要度について図vの通りである、、

育においで富力二二c、

と考えている割合が多

い最近は幼児教育の C'O

重要性についての論議
          ・10
カ「よく1珊力・れ. 、弓皇刈くも

社会のこうした状況を 21D

感じとっているように

          ｛・1
思える、＝、

 入学時点では指導内

容がのみ込めていない

ようで枷剛巳教1㎝ P
図V 幼児音楽の重要度

             a    b    c    d    ±s   無

             斐承少'f(わll！1             '1。1    要     し    要     か     脅
             t一           叢     で      ら
             ll髪         要    な     な
 12｝声域について      要             い    い

 この質問については、歌声と地声の区別が学生自身に判別できずiE確な数値が出せなかったr

 しかし非常に高音まで出せると答えながら、幼児のうたに関して、のびのびと正しい疏程で、

楽にうたえない。また逆に非常に声域が低く、幼児のうたに関する青域が楽に糊せず、常にオ

クターブ低くうたっている学生がいる/t

 全体11 ｛］ Cこ最近の学生は美しい声でという意識にかけている。ただ声を出せばいいという感じ

でうたっている。. 

 しかし1iどもたちを保育するうえでは、どならず、すなおな声でTよく聞こえるようにうた

うことか大切なことはいうまでもなく、高い声が出せないからといって移調してうたわせるこ

とにはまた疑問がある:t

 この項の質問の仕方は・考を要するt. /t

 考察及びまとめ

 保育f;1・及び児童教育学強土の青楽に対する実態を調査するにあたtJ、昨年とii1じ質問項1. 1は

1)高等学校で音楽を・iii∫年履修したか. 

2)小学校、中学枕1貨1等学校において音楽関係サークル、クラブに人っていたか。

3｝短大入学以前の個人レソスンの経験」

6)どんなジャンルの音楽を聞いていますか。

8〕うたうこと、弾くこと、聞くこと、創ることのうちどれが好きですか、であったf

 これらを1咋年と比較してみると1)の醐いについて、音楽の履修は女千が多くリ灯・は昨年同

様履修者は少ない。また1年. 2年、3年と履修者の数が減少している、
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 つぎに2)の質問に対しては、昨年に比べると小学校、中学校、高等学校ともにクラブ、サー

クルの経験者が減少し、3)の質問に対しては11乍年は和楽器、ソルフェージュ、声楽、音楽教室

という回答があった［. Tしかし本年の調査ではピアノ、電子オルガン、バイオリン、ギター、管

楽器以外のレッスン経験者がなかった。

 6)の質問に対しては昨年同様ポピュラー音楽を好んで聴いていることにおいては同じである

が順. 序か人れかわっている. 

 8)の質問についても、聞くこと、歌うこと、弾くこと、ついで創ることの順序は昨年同様で

あった。

 その他の質問項目はli1三年と質問内容を変曳した。このことで学生のありのままの状態が把握

できたように思える。

 すなわち義務教育での初歩的な事柄が理解でき. ていないことや、将来幼児教育にたずさわろ

うという目的をもって入学し、又専門分野の一つである音楽に対する学生自身の目的意識と同

時に、学生一人一人の音楽の向上と子供にとってよりよい音楽の指導者及ひよりよいモデルと

なるよう、今後の指導内容を考えたい。
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